
 

 

 

 7月 24日の早朝の今、森はＮＨＫで 2021年にずれ込んだ「２０２０東京オリンピック」の開会式の録画を見ている。コロナに翻弄された厳しいオリンピックである。しかし、このオリンピックは、招致の段階からいろいろな

批判があり、その批判がすべて当たっていたことを鮮明に証明してしまった。「強欲な人間たちによる」「思想も思いやりもない」「東北の被災者を利用した」「人権感覚無視で」「日本国の財源を浪費した」「恥ずべき」「オリンピ

ック史上最低の位置づけがなされそうな」オリンピックになってしまったように思われる。懸命に頑張ってきたスポーツ選手たちには実に気の毒に思うが、残念ながら恥ずべき日本の指導者の醜態（しゅうたい＝みにくい姿）を

世界中に知らしめることになってしまった。今回のオリンピックへの世界からの評価は、今後の日本にとても大きな悪影響を与えると思う。今回のＡＳＳＥＴＳでは、残念だが、このオリンピックに関するいろいろな批判的な記

事を張り付けた。今、目の前のテレビで見ている開会式の映像もあまりにもひどすぎて目を覆いたくなる。ちなみに森が評価する最高のオリンピックは、２０１２年の「ロンドンオリンピック」である。歴史も音楽も映画も文化

もそしてスポーツも「祭典」にふさわしいものだった。ネットでいつでも見ることができるので、ぜひ見てほしい。ただ高校での「世界史」の深い知識がないとその素晴らしさは理解できないかもしれない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ASSETS OF OUR LIVES 2021年 07月 24日 第 35巻 19 号 ≪確かな知識や教養を身につけ・豊かな心を育て・充実した人生を‼≫  

【上】志成館では何度も登場している東京大学の名物教授上野千鶴子氏の「毎日新聞」での記事です 

【下】この国の指導者達には、女性や身障者や経済

的に苦しんでいる人たちやいじめにあっている人た

ちの苦しみが理解できないのです。一言で言えば

「人権感覚がない」のです。なぜだかわかります

か？答えは簡単です。保守的な政治家たちや高級官

僚、そして広く富裕層や安定した大企業に勤めてい

る人たちの多くが、日々豊かに生活をしており、他

者について考える必要もないし、困っている他者と

の接点もないし、その人たちの気持ちなど全く分か

らないからなのです。またかれら以外でこのコロナ

禍でオリンピックを無批判に歓迎している人たちは 

「無邪気な愚か者」としか表現できません。 

 あなた達は中学３年生の「公民」で「基本的人

権」について学びます。法律家を目指していた館長 

は「憲法」にとても詳しいです。志成館にいる間に

「真の人権感覚」をしっかりと身につけてください。

館長が熱弁をふるいます。（笑）。本当に残念なこと

に、日本の指導者たちの驚くほどの無能ぶりが世界

にばれてしまいました。（泣）。 

【左】今回（に限らず）のオリンピックの失敗の原因は「かつて普仏

戦争（プロシア＝現在のドイツとフランスの戦争）の厳しい時代に育

ったクーベルタン男爵の平和への渇望という理念」を真剣に考えない

で、「スポンサー企業がどのようにしてオリンピック自体の事業で儲

かり、そのあとでオリンピックを利用した宣伝を通じてどれだけお金

儲けをすることができるか」だけを優先しており、その結果として、

オリンピックに関わる人たちはそもそもが「お金」「売り上げ」にし

か興味がない強欲で愚かな人たちになっているからなのです。自分の

知名度を高めようとするだけの政治家の醜い姿、企業の応援に悪乗り

したいじめや差別を自慢するような単なる流行の先端にいるだけの浅

はかな企画家たちが跋扈（ばっこ＝力を他者に見せつけながら行動す 

ること）するオリンピックになってしまっているのです。 

 おそらくあなた達の「体育」の教科書には載っているはずですの

で、もう一度近代オリンピックの創始者であるクーベルタン男爵の

「平和」という理念を取り戻してください。オリンピックは、開催国

の権威の発揚や、優勝者をヒーローやヒロインにしたて、その人を宣

伝に使って、自分の会社の製品の価値を高めてもらい、そして商品を

たくさん買ってもらうためにあるのではないのです。「参加する過程

に意義がある」＝「スポーツを通じて心身を向上させ、更には文

化や国籍などの様々な差異を超え、友情、連帯感、フェアプレー

の精神をもって理解しあうことで、平和でより良い世界の実現に

貢献する」という「理念」をもっと大切にしましょう。そうしない

と「アマチュアリズム」をもとにして頑張っている選手が可愛そうで

すよね。とはいっても選手の中にもお金儲け主義に染まっている人 

たちがたくさんいますが。（泣）。 

【左】あなた達

にお願いしたい

のは「歴史に

（「を」じゃな

いよ）学ばず、

他者に敬意を持

たず、地球とい

う狭い環境を壊

し続ける、愚か

な人間になって

ほしくない」と

いうことです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現代が学べる 志 成 館 

【下】１９８０年代に名古屋でのオリンピックの招致運動があったが、住民の反対で実現しな

かった。この時の住民の気持ちを一切省みない今回の東京オリンピックへの批判記事である。

運動の指導者は水田洋、珠枝夫妻。森は右下の上側の水田先生の「社会思想史」の授業を受け

た。「アダム・スミス」についてしっかりと学び、テストでは「優」だった。エッヘン。名古屋

大学から九州大学に出張して「夏期の集中講義」をしてくれた。ちょうど５０年前の今頃だっ

た。先生の本を大切に保管している。個人的にもお話をさせていただいたが、素晴らしく優し 

い先生でした。１００歳越えてまだ元気な夫婦です。 

【下】「国の指導者が馬鹿なら、地方の指導者も馬鹿になる」

のです。この記事の重大性や恐ろしさがわかりますか。記事の

「過剰な配慮」という文言も甘すぎます。この事件は「国や地

方という公的な組織=国民のすべての人や企業に奉仕する立

場にある人が、特定の企業が儲かるような行動を、「権力を

濫用して」行使したというとんでもない「憲法違反」に関す

る記事なのです。このようなことが許されるのなら、将来あな

た達は、自分が好きな飲食物や自分お好きな服を着たり好きな

音楽を聴くことも「教育委員会によって取り締まられる」とい

うことなのです。この国の人権感覚の無さは、国や地方や企業 

や個人のすべての領域で、これほどひどいのです。 

【左】 何が「復興五輪」なのか!! 日本でオリンピックをするため

に、福島その他の地域の地震の被災者や放射能被曝者は「都合よく、国

に利用されただけ」であるという怒りの意見です。全くもって「そ 

の通り」であると思いませんか？ 

人権感覚が身につくよ

うな書籍を手元に置い

ておくのもひとつの方

法です。≪小林節慶応大学教授≫ 


